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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円錐台形開口（１２）と、該円錐台形開口に連続する円筒形トップ（１３）とを有し、
舌片（２０）を引っ張ることによって開缶できる缶詰飲料用缶（１３０）に使用する着脱
式蓋（１４０）において、
　前記蓋は、
　円錐台形本体（１４３）と
　前記円錐台形本体（１４３）に連続する下向きＵ字形の縁部（１４２）と、
前記縁部（１４２）に連続する凸形ベース（１４１）と、
　前記円錐台形本体（１４３）の内壁の上側端部に設けられた第１環状シールリブ（１４
５）と、前記円錐台形本体（１４３）の内壁の下側端部に設けられた第２環状シールリブ
（１４７）と、
　前記第１環状シールリブ（１４５）から短い間隔をおいて前記第１環状シールリブ（１
４５）と前記第２環状シールリブ（１４７）の間に位置した第３リブ（１４６）と、
　前記蓋（１４０）の外側の、前記縁部（１４２）と前記円錐台形本体（１４３）とが隣
接する付近の一部に設けたフック（１５０）と、
　前記フック（１５０）に嵌合され、前記蓋の外側の、前記縁部（１４２）と円錐台形本
体（１４３）とが隣接する付近に係合されるシールリング（１５５）とからなり、
　前記フック（１５０）の内形および大きさは前記シールリング（１５５）の厚みおよび
形状に対応し、前記フック（１５０）は軽く押したときに前記シールリング（１５５）が
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嵌合するように、大きさが上記厚みよりも小さい下部開口を有し、
　前記シールリング（１５５）は、前記フック（１５０）が形成するヒンジを中心として
可動であることを特徴とする着脱式蓋（１４０）。
【請求項２】
　前記シールリング（１５５）の内径が、係合位置における前記蓋（１４０）の外径より
も小さい請求項１記載の着脱式蓋（１４０）。
【請求項３】
　指（１６０）によって、前記フック（１５０）の直径方向に対向する領域にある前記シ
ールリング（１５５）に圧力を加え、このシールリングを持ち上げ、前記フックが形成す
るヒンジを中心にして該シールリングを回して、前記缶（１３０）から前記蓋（１４０）
を外すのに十分な引っ張り力を発生するように構成した請求項１又は２に記載の着脱式蓋
（１４０）。
【請求項４】
　前記シールリング（１５５）は、前記蓋（１４０）を持ち上げるさいに、指（１６０）
による作用を補助する把持タブ（１５７）を固着した請求項３記載の着脱式蓋（１４０）
。
【請求項５】
　前記シールリング（１５５）をプラスチックで構成した請求項１～４のいずれか１項に
記載の着脱式蓋（１４０）。
【請求項６】
　前記シールリング１５５を金属で構成した請求項１～４のいずれか１項に記載の着脱式
蓋（１４０）。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、缶詰飲料を対象とする缶に関する。
【０００２】
【従来の技術】
缶詰飲料用缶は広く利用されているが、飲用する場合には、表面の一部からストリップを
プルアップし、開口した飲み口から飲用する。ストリップの後端には、缶の上面に平らに
装着され、飲用時にプルアップされるリング・ピンが設けられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このような缶には、上面が輸送時や保管時に付着する恐れがあるほこりなどに対する保護
手段がないため、大きな欠陥がある。
【０００４】
さらに、一旦開口した後は、再度これを閉じる方法がないため、中身が漏れたり、あるい
は中身が劣化する恐れがある。
【０００５】
　本出願人は既に２件の特許出願を申請しているが、いずれも缶上部の形状および外形寸
法に対応する形状および内径寸法をもつ、缶詰飲料用缶の着脱式蓋に関するものである。
【０００６】
　この蓋に、それぞれ円錐台形本体の始点および終点に実質的に対応する２つの内部環状
シールリブを設け、中身を一部飲用した後に再度蓋を閉じることができるように構成して
あるため、残った中身をほこりなどに対して保護でき、風味などをそのまま維持できる。
【０００７】
本発明の課題は、これら先願発明による蓋よりもさらに効率のよい蓋を提供することであ
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
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　すなわち、本発明では、それぞれ缶の円錐台形始点および終点に対応する２つの内部環
状シールリブの間に、上部リブから短い間隔をおいて第３リブを設ける。
　縁部１４２と円錐台形本体１４３とが隣接する付近の一部に、蓋の周囲に耐引張り性を
もつプラスチック、金属その他の材料からなるシールリングを設ける。
　係合位置において、このシールリングの内径を蓋の外径よりもわずかに小さくし、蓋の
内壁上で２つの上部環状リブ間に実質的に存在する領域に圧力を発生できるように構成す
る。
　このシールリング位置では、蓋が、内側幅および形状が実質的にシールリングの形状お
よび厚みに対応するフックとして作用する。下部開口を上記厚みよりも狭く構成するが、
シールリングをここに押し込むことはそれほど困難ではない。
　飲用するときには、フックと直径方向にほぼ対向する領域に指を掛け、シールリングを
引き上げ、フックが構成するヒンジを中心にしてこれを回し、十分に引き上げると、缶か
ら蓋を完全に引き離すことができる。
　フックを蓋に一体化するのが好ましい。
　また、シールリングに外側に表面を向けたタブを固着すると、蓋を引き上げるさい指の
動きが容易になるためさらに有利である。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　以下、添付図面にそくして本発明を説明する。
　　参照符号１３０は円筒形缶本体１１で構成した缶詰飲料用缶、１２は円錐台形開口、
１３は円筒形トップ、そして１４０は着脱式蓋である。
【００１０】
蓋の凸形ベース１４１は、下向きU字形の縁部１４２に隣接して、缶１３０のU字形縁部１
６とともに、ヘッド１５と実質的に同じ形状および大きさの円錐台形本体１４３を構成す
る。
【００１１】
　３つの環状シールリブを蓋の円錐台形本体の内壁に取り付ける。具体的には、一つの環
状シールリブ１４７（第２環状シールリブ）を本体の端部に、別な環状シールリブ１４５
（第１環状シールリブ）をこの本体が円筒形上面になる点に、そして中間リブ１４６（第
３リブ）を第１環状シールリブ１４５から少し離して設ける。
【００１２】
　蓋１４０の外側の、縁部１４２と円錐台形本体１４３とが隣接する付近において、シー
ルリング１５５をフック１５０に嵌合し、蓋と一体化する。
【００１３】
　図示のように、開口１５６の小さな圧力によってフック１５０内部にシールリングを嵌
合固定すると、フックに対向する側に把持タブ１５７が形成する。
【００１４】
　図２１および拡大図から明らかなように、具体的には環状シールリブ１４５と１４６と
の間の領域において蓋の円錐台形本体１４３にシールリング１５５が圧力を加える。この
圧力は、中身が一部気化した場合に、缶内部に発生する力を有効に相殺する圧力である。
【００１５】
　缶トップから蓋を外すためには、指１６０を図２２に示す開口１５６に掛ければよい。
【００１６】
　シールリング１５５を引き上げ、フック１５０が形成するヒンジを中心にしてこれを回
すと、図２３に示すように、缶から蓋を外す十分な引っ張り力を得ることができる。
【００１７】
　中身の一部が既に飲用されている場合には、通常の缶と同様に、舌片２０を押すことに
よって、蓋のベースのストッパー１４８を、缶を開けた最初の時点で形成された孔に押し
込み、缶を気密封止し、蓋およびシールリングをその最初の位置に戻すと、残りの中身を
確実に保存することができる。
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【００１８】
【発明の効果】
　本発明の効果は次の通りである。
　蓋内壁の２つのリブ間に第３の中間シールリブが存在し、また外部リングが求心作用を
示し、かつ蓋壁の小さな圧力が２つの内部上部リブ間に作用するため、きわめて強力なシ
ール作用がビールその他の飲料に発生する気体の力を相殺する。シールリングが係合する
フックが形成するヒンジの位置に対向する位置で蓋のシールリングを持ち上げることがで
き、指によってこれを把持できるため、指でシールリングを強く引っ張ることによって、
蓋を外すことができる。
　また、蓋を缶に再度装着して、残りの中身を保護できるため、消費者にとってはきわめ
て便利であり、この種の缶詰製品の販売促進が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図２０】　着脱式蓋に、内圧に反応しかつ缶を開けるさいに蓋に引っ張り力を与える周
囲リングを設けた缶詰飲料用缶を示す図である。具体的には、蓋フック内部にシールリン
グを設け、このシールリングにフックに対向するタブを設けた場合の、拡大部分図を含む
斜視図である。
【図２１】　フックおよびタブを示す拡大図を含む、缶の一部長手方向断面図である。
【図２２】　シールリングを持ち上げ、蓋を引っ張り外した缶の状態を示す図である。
【図２３】　蓋を半分開けた状態にある缶を示す斜視図である。
【符号の説明】
１２：円錐台形開口
１３：円筒形トップ
２０：舌片
１３０：缶
１４０：着脱式蓋
１４３：円錐台形本体
１４５、１４７：環状シールリブ
１４６：第３リブ
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【図２０】 【図２１】

【図２２】

【図２３】
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